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（様式１） 

大阪市立友渕小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現状と課題 

〇友渕小学校は大阪市有数の大規模校であり、４月１日現在の児童数は１３６０名である。大人

数の子どもたちが安全に安心して学校生活を送ることができる環境を整備することは毎年考え

ていかなければならない。 

〇令和７年度のいじめ認知件数は１３２件、解消率は７８％であった。解消率をさらに高めるた

めにも一人ひとりが大切にされた学級集団づくりを進める必要がある。 

〇学力調査の結果は例年全国平均を上回っている。しかしながら近年上位層や中間層と下位層と

の差が開いていく傾向にある。下位層の底上げが課題である。 

〇児童質問紙による調査では、学力が比較的安定しているのに対し、例年自己肯定感は高くない

ことが課題として挙げられる。 

中期目標 

【安全・安心な教育の推進】 

・小学校学力経年調査における「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相

談できますか。」に対して、肯定に回答する児童の割合を８０％以上にする。 

                                                               （令和７年度 ６９.６％） 

・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善の割合を増加させる。 

・小学校学力経年調査における「自分にはよいところがあると思いますか。」に対して、肯定的に

回答する児童の割合を９０％以上にする。                       （令和７年度 ８４.６％） 

・小学校学力経年調査における「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることが出来ていま

すか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を９０％以上にする。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・小学校学力経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深め

たり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか。」に対して、肯定的に回答する児

童の割合を９０％以上にする。 

・小学校学力経年調査における「総合的な学習の時間や各教科等において、自分で課題を立てて情

報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。 

・小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きです

か。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を９２％以上にする。  （令和７年度 ８８.３％） 

・小学校学力経年調査における「規則正しい生活（「朝食を毎日食べること」「毎日、同じくらいの

時刻に寝て、同じくらいの時刻に起きること」）が大切だと思う。」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を９０％以上にする。 

【学びを支える教育環境の充実】 

・小学校学力経年調査における「学習者用端末を活用して、自分の考えや意見を伝えたり、友だち

と共有したり比べたりしていますか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８５％以上に

する。                            （令和７年度 ７７.７％） 

・小学校学力経年調査における「インターネットや生成ＡＩ、ＳＮＳ等を活用する時に、情報の確

かさを確認したり、悪口やいじめにつながる内容を扱わないよう注意していますか。」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を９５％以上にする。        （令和７年度 ９４.１％） 

・時間外勤務時間について、年３６０時間（月平均３０時間）を超える教員を１割以下にする。 

・小学校学力経年調査における「読書は好きですか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 

８５％以上にする。                      （令和７年度 ８１.６％） 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【安全・安心な教育の推進】 

・小学校学力経年調査における「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも

相談できますか。」に対して、肯定に回答する児童の割合を７０％以上にする。 

（令和７年度 ６９.６％） 

・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善（出席日数の増加・外部専門機関への接続

等）の割合を１０％にする。 

・小学校学力経年調査における「自分にはよいところがあると思いますか。」に対して、肯定的に

回答する児童の割合を８５％以上にする。             （令和７年度 ８４.６％） 

・小学校学力経年調査における「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることが出来ていま

すか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・小学校学力経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深め

たり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか。」に対して、肯定的に回答する児

童の割合を８７％以上にする。 

・小学校学力経年調査における「総合的な学習の時間や各教科等において、自分で課題を立てて情

報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする。 

・校内アンケートにおける「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか。」

に対して、最も肯定的に回答する児童の割合を７３％以上にする。（令和７年度 ７２％） 

・小学校学力経年調査における「規則正しい生活（「朝食を毎日食べること」「毎日、同じくらいの

時刻に寝て、同じくらいの時刻に起きること」）が大切だと思う。」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を８５％以上にする。 

【学びを支える教育環境の充実】 

・小学校学力経年調査における「学習者用端末を活用して、自分の考えや意見を伝えたり、友だち

と共有したり比べたりしていますか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を７８％以上に

する。                             （令和７年度 ７７.７％） 

・校内の児童アンケートにおける「インターネットや生成ＡＩ、ＳＮＳ等を活用する時に、情報の

確かさを確認したり、悪口やいじめにつながる内容を扱わないよう注意していますか。」に対し

て、肯定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。 

・時間外勤務時間について、年４８０時間（月平均４０時間）を超える教員を１割以下にする。 

・小学校学力経年調査における「読書は好きですか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を

８２％以上にする。                       （令和７年度 ８１.６％） 



 - 4 - 

(様式２) 

大阪市立友渕小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

・小学校学力経年調査における「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつ

でも相談できますか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を７０％以上にする。 

（令和７年度 ６９.６％） 

・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善（出席日数の増加・外部専門機関へ

の接続等）の割合を１０％にする。 

・小学校学力経年調査における「自分にはよいところがあると思いますか。」に対して、肯

定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。     （令和７年度 ８４.６％） 

・小学校学力経年調査における「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることが出来

ていますか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする。 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

心の天気や相談申告機能などの活用とともに、担任にとどまらず学年チームの教員へ相談

できる体制を整える。 
 

指標 

・校内の児童アンケートで「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつで

も相談できますか。」に対して肯定的に回答する児童の割合を７０％以上にする。 

取組内容②【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

サポートルームや保健室など、校内の居場所の確保に努める。校内委員会などで情 

報共有したり、スクールカウンセラーと連携を図ったりする。 
 

指標 

・年度末の校内調査において、前年度不登校児童の改善（出席日数の増加・外部専門機関

への接続等）の割合を１０％にする。 

取組内容③【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

道徳科の「主として自分自身に関すること」の内容項目を中心に自尊感情を高め 

る取り組みを進める。 

・道徳科「主として自分自身に関すること」の「個性の伸長」、「希望と勇気、努力と強い

意志」、「真理の探究(５・６年)」の単元を年 2 回以上取り組む。また、取り組んだこと

を日常生活と結び付けて考えられる児童を育てる/自分の生活に活かそうとする児童を

育てる/実生活へつなげる指導の充実を図る。 

 

 

指標  

・校内の児童アンケートで「自分にはよいところがあると思いますか。」に対して、肯定

的に回答する児童の割合を８５％以上にする。 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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・校内の児童アンケートで「自分を大切さにできていますか。」に対して、肯定的に回答

する児童の割合を７５％以上にする。 

取組内容④【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

児童会活動やたて割り班活動を中心に他者理解を図る取り組みを推進する。 

・各学年で目標を設定し、活動時に意識させるようにする。 

・たてわり班活動では、毎時５分間ふり返りの活動を取り入れ、よかったところや、感        

謝を伝える場を設ける。  

指標 

・校内の児童アンケートで「他の人の大切さを認めることができていますか。」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容①【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

 

 

 

取組内容②【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

 

 

 

取組内容③【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

 

 

 

取組内容④【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

 

 

 

次年度への改善点 

取組内容①【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

 

 

 

取組内容②【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】 

 

 

 

取組内容③【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 

 

 

 

取組内容④【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 
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(様式２) 

大阪市立友渕小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

・小学校学力経年調査における「学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか。」に対して、肯定

的に回答する児童の割合を８７％以上にする。 

・小学校学力経年調査における「総合的な学習の時間や各教科等において、自分で課題を

立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいます

か。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする。 

・校内アンケートにおける「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好き

ですか。」に対して、最も肯定的に回答する児童の割合を７３％以上にする。 

（令和７年度 ７２％） 

・小学校学力経年調査における「規則正しい生活（「朝食を毎日食べること」「毎日、同じく

らいの時刻に寝て、同じくらいの時刻に起きること」）が大切だと思う。」に対して、肯

定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

年間６回の研究授業を通して情報を共有し、すべての教科・領域の授業において深い学び 

を重視した「自分ごとの学び」の授業への転換を図る。  

・学習を見通し、自ら情報収集・整理し、課題解決に向けて取り組もうとするための授業

展開を工夫する（記号接地、自己調整学習の導入）。  

・対話を中心に深い学びへ向けて学び合う学習活動を工夫する。 

・１時間の学習や単元の学習成果をふり返り、自己の生活や次の学習に生かすための工夫

を図る。   
指標 

・校内の児童アンケートにおける「学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の

考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか。」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を８７％以上にする。 

・「総合的な学習の時間や各教科等において、自分で課題を立てて情報を集め整理して、

調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。」に対して、肯定的に回

答する児童の割合を７５％以上にする。 

取組内容②【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

自分の体と向き合い、健康的な体づくりへの意識を高める。 

・自己の能力にあった体の使い方を楽しく身に着けるような工夫をする。 

・児童が運動を楽しめるような活動を体力向上課を中心に提示し、情報を共有する。 

・かけあしカードやなわとびカードなどを活用し、児童に達成感を持たせるとともに、次

の活動に意欲を持たせるような活動を推進する。 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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・「保健だより」「給食だより」「健康生活振り返り週間」や保健指導などを通して、健康に

対する興味・関心をもたせ、食事・運動・睡眠の大切さについて理解し、自身の生活に

取り入れようとする態度を養う。 

指標 

・児童の運動能力の向上を図るために、教員研修を年３回以上行う。 

・校内の児童アンケートにおける「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすること

は好きですか。」に対して、最も肯定的に回答する児童の割合を７３％以上にする。 

・月１回発行の「保健だより」「給食だより」を各学級で活用（読みあげ・掲示）し、健康

的な生活や食生活についての意識を高めたり、「健康生活振り返り週間」を行い健康的な

生活を送ることができているか振り返ったりする。 

・校内の児童アンケートにおける「朝ご飯を毎日食べることは大切だと思いますか」、「毎

日、同じくらいの時間に寝て、同じくらいの時間に起きることは大切だと思いますか」

に対して、肯定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

 

 

 

取組内容②【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 

 

 

 

次年度への改善点 

取組内容①【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】 

 

 

 

取組内容②【基本的な方向５ 健やかな体の育成】 
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(様式２) 

大阪市立友渕小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

・小学校学力経年調査における「学習者用端末を活用して、自分の考えや意見を伝えたり、

友だちと共有したり比べたりしていますか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合

を７８％以上にする。                 （令和７年度 ７７.７％） 

・校内の児童アンケートにおける「インターネットや生成ＡＩ、ＳＮＳ等を活用する時に、

情報の確かさを確認したり、悪口やいじめにつながる内容を扱わないよう注意していま

すか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。                            

・時間外勤務時間について、年４８０時間（月平均４０時間）を超える教員を１割以下に

する。 

・小学校学力経年調査における「読書は好きですか。」に対して、肯定的に回答する児童の

割合を８２％以上にする。               （令和７年度 ８１.６％） 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【基本的な方向６ 教育ＤＸの推進】 

児童が「自分の考えや意見を伝えたり、友だちと共有したりくらべたりすることで、学び 

を深める」ことができるよう、校内で学習者用端末を用いた探究的な学びの場面を充実さ 

せる。 

・児童の情報活用能力を育成するために目標を設定し、年間で目標達成に向けた取り組み 

を各学年で行う。 

・教員を対象に、校内の ICT の指導力についての目標をもとにしたアンケートを実施する。 

さらにその結果や「大阪市学校教育 ICT ビジョン」を参考にした研修会を企画・実施す 

る。 

・学習者用端末を用いて、課題設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現という探究 

的な学習過程に基づいた取り組みを学年内で（ペアクラスやユニット内を対象にするも 

のも含む）実施する。 
 

指標 

・校内の児童アンケートにおける「学習者用端末を活用して、自分の考えや意見を伝えた

り、友だちと共有したり比べたりしていますか。」に対して、３～６年の肯定的に回答

する児童の割合を７８％以上にする。  

・情報活用アンケートにおける「問題解決や探究する中で、表現したり発表するために情

報技術を使おうとしている。」の項目について、最も肯定的に回答する児童の割合を６

０％以上にする。 

・校内にて教員を対象に作成した情報活用能力の指導に関する到達目標の達成状況を集計 

し、すべての教員が１０項目中５項目を達成できるようにする。  

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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取組内容②【基本的な方向６ 教育ＤＸの推進】 

児童のインターネットや生成ＡＩ、ＳＮＳ等の活用について、リテラシー教育を校内で推

進する中で、児童の意識向上を図る。 

・メディアリテラシーに関わる研修を実施し、指導や授業に関わるイメージを共有する。  

・年間指導計画を立て、各学年での指導を徹底する。  

・年間指導計画に基づき、各学年の実態に応じた内容・教材を用いた実践を進め、その成

果や課題を校内で共有するとともに、次年度に引き継ぐ。  

・児童のメディアリテラシーに関する校内アンケートを１学期と３学期で２度実施し、児

童の実態の変化を把握して取り組みを検討する。  

 

指標 

・校内の児童アンケートにおける「インターネットや生成ＡＩ、ＳＮＳ等を活用する時に、

情報の確かさを確認したり、悪口やいじめにつながる内容を扱わないよう注意していま

すか。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を８５％以上にする。 

取組内容③【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

働き方ビジョン・働き方改革アクションプランを推進する。 

・ゆとりの日には会議を入れず、１８時セットを行う（週 1 回）。 

・運動会など学校全体の行事の前日には、会議を入れない。  
指標 

・時間外勤務時間について、年４８０時間（月平均４０時間）を超える教員を１月末の時

点で１割以下にする 

取組内容④【基本的な方向８ 生涯学習の支援】 

・各学級、図書時間の確保を行い、毎週火曜日に読書タイムを実施する。 

・委員会活動による読書を推進する活動を行う。 

 (児童朝会によるおススメの本紹介や読書月間の実施) 

・授業での並行読書をする。(学年ワゴンに学年関連の本を用意し回覧できるようにする) 

・休み時間の図書開放を利用する。(委員会児童は放送で促す) 

・学級の貸出を積極的に行い、学級文庫を充実させる。 

 

指標   

・校内の児童アンケートにおける「読書は好きですか。」に対して、肯定的に回答する児童

の割合を８９％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

取組内容①【基本的な方向６ 教育ＤＸの推進】 

 

 

 

取組内容②【基本的な方向６ 教育ＤＸの推進】 

 

 

 

取組内容③【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

 

 

 

取組内容④【基本的な方向８ 生涯学習の支援】 
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次年度への改善点 

取組内容①【基本的な方向６ 教育ＤＸの推進】 

 

 

 

取組内容③【基本的な方向６ 教育ＤＸの推進】 

 

 

 

取組内容③【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

 

 

 

取組内容④【基本的な方向８ 生涯学習の支援】 

 

  

 

 


